
医師として活躍できるよう支援し、環境を整備して

まいりたいと考えております。 

大学医学部は、医療人として社会で活躍する人材を

養成する機関です。この役割を果たすために、

卒前卒後の教育・研修プログラムの改善、スキル

ラボなどシミュレーション教育やＩＴを活用した新たな

教育手法の開発も急がれます。 学内のＦＤ

（Faculty Development）にも力を入れ、センターのみ

ならず大学全体として教育研究が発展するように

努力して行きたいと思います。 

医療人育成・支援センターは、大学内にあって横断的

組織として位置づけられており、総合科学、生命科学・

社会医学、臨床医学各系、各講座や診療科、また

学部を越えて動くことができます。 この特徴を

最大限利用し、機動性を備えた組織として大学の

発展に貢献したいと考えております。  

医療人育成・支援センターは、

「新医師確保総合対策」による

医学部入学定員増に対応し、

平成２０年４月に設立されました。

学生や研修医の増加に伴い、

教育や研修の質の確保が求め

られる中、卒前医学教育と卒後

臨床研修を一貫して支援する組織として位置づけ

られました。センターには、医学教育部門と臨床医学

教育研修部門の２部門がおかれ、それぞれの特徴を

持った機能を発揮していますが、お互いに協力しな

がら１つ１つの取組を実施しています。 

平成２２年４月からは、臨床医学教育研修部門内に

女性医師支援担当がおかれ、「医療再生基金事業」の

一環として県内全域に対応した“女性医師支援センター”

が設置されました。子どもを産み育てるのは、女性

のみならず男性にとっても大切な家庭の役割です。

女性医師が、当たり前のように家庭を持ちながらも

センター長挨拶  

女性医師支援センターがオープン  

２０１０年７月発行 

中心静脈（CV）カテーテル挿入講習会  

（2010/06/22） 
医療人のプロフェッショナリズム  

（2010/06/01） 
第５回 Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｋｉｌｌ Ｓｅｍｉｎａｒ  

（2010/05/06） 

第４号 
医療人育成・支援センターだより 

女性医師が離職することなく仕事が継続できるように、

また出産や子育てあるいは介護のため離職せざるを

得ない女性医師の職場復帰などを支援する「女性

医師支援センター」を平成２２年４月に開設しました。 

当センターでは、県内の女性

医師に対する就業継続支援、

育児支援、復職支援、個別

相談支援を行い、女性医師が

医療の担い手として社会に

貢献できるような環境整備を

整えることを目指していま

す。 

女性医師に限らず、子育て中の男性医師の皆さんに

も是非、利用して頂きたいと思います。 

医療人育成・支援センター内に

おいて本格稼働開始 

◆女性医師支援センター（医療人育成・支援センター内） 

 ＴＥＬ：０２４－５４７－１７１６（内線 ３２３６） 
 ＦＡＸ：０２４－５４７－１７１５ 
 E-mail：cscwｐ@fmu.ac.jp 
 HP：http://www.fmu.ac.jp/home/cmecd/ 
                                                jyosei_shien/index.html 

７月１０日（土）に当大学内 光が丘会館にて、 

「第１回女性医師支援シンポジウム」を開催いたします。 

多数のご参加をお待ちしております。 

      



活動報告 
◆静脈採血シミュレーション講習会  

 福島県立医科大学 医療人育成・支援センター（ＣＭＥＣＤ） 
〒960-1295 福島県福島市光が丘１ 

Tel ： 024-547-1047 ／ Fax ： 024-547-1715 
e-mail ： CMECD@fmu.ac.jp ／ HP ： http://www.fmu.ac.jp/home/cmecd/index.html 

「子のいのちを授かり育てる父母を疑似体験する 

 早期ポリクリ（臨床実習）」 

「産科・小児科医師密着体験プログラム」 

「子どもの健やかな成長と父母の役割を知る３～ 

 ４ヶ月検診体験プログラム」 

「福島県の医療と福祉の現場体験学習」 

「奥会津の地域医療」人材育成事業 

夏休みを利用して福島の医療・福祉を体験してみませんか？ 

「相双地域医療研修」 

「いわき地域医療セミナー ～いわき探検隊～ 」 

「県南地域医療研修」 

「農村地域医療現場体験学習」 

プログラムの詳細は下記までお問い合せください。 

～夏休み医療・福祉体験プログラム～ 

また５月２６日（水）には「身体表現が意味するもの」と題し、東京
の劇団マドモワゼル・シネマの伊藤直子さん、伊達麻衣子さんを
お招きし、ＦＤ特別セミナーを開催しました。 

６月１日（火）、立教大学
社会学部教授の大生定義
先生をお招きし、「医療人
のプロフェッショナリズム
―よりよい医療を提供する
ために―」と題した講演会
を開催しました。 
当日は学外参加者１３名を

含む合計７６名の参加者があり、双方向性システムを用いた
対話型の楽しい講演会となりました。 

去る６月１８日（金）、
文部科学省医学教育課長
の新木一弘課長らが来学
され、スキルラボ・アド
バンスおよびベーシック
の視察をされました。 
スキルラボに設置してある
医学教育用シミュレータ
の体験をしていただき、
シミュレータを用いた学生実習も見学されました。 

４月２６日（月）と５月１２日
（水）、医学部生・看護学部生
を対象に、医療人育成・支援
センターと看護学部との共催で
静脈採血シミュレーション
講習会を開催しました。 
ミニレクチャーと２種類の
シミュレータを用いた採血
演習を行い、参加した学生さん

からは「充実した実習ができた！」と好評でした。  
リクエストにより７月５日（月）にも追加開催をする予定です。 

今年度も医療人育成・支援セン
ターでは、福島医大で学ぶ学生、
研修医、若手医師の医療現場
でのコミュニケーション技術の
レベルアップのため、模擬患者
さんの養成を行っております。  
４月２０日（火）には第１回模擬
患者（ＳＰ）さん養成会が行われ、

◆文科省医学教育課長が本学を視察  

平成２２年度医学教育ワークショップ（FD) 
  日時 平成2２年９月１１日（土） 

  場所 本学看護学部棟４階 ほか 

◆福島医大 模擬患者（ S P ）さん養成会  

卒後臨床研修説明会＆見学会（他大学生向け） 
   説明会（福島医大 管理棟３階 大会議室） 

  日時 平成21年７月2５日（日）13時半～ 

 病院見学会（福島医大附属病院内） 

  日時 平成21年７月2６日（月） 

福島県立医科大学 

オープンキャンパス（医学部） 
 日時 平成2２年７月１７日（土）１０時～（受付９時） 

 場所 福島医大 講堂 ほか 

◆医療人のプロフェッショナリズム  

第４回福島アドバンスド・コース 
 FACE（Fukushima Advanced Course by Experts) 

  日時 平成2２年８月７日（土）～８日（日） 

  場所 緑風苑（郡山市磐梯熱海町） 
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